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1952年に採集されたオオムギ自漉病菌の
生理品種及びそれ等の地理的自布難
日浦運治・都田英-雄
1. 緒 言
筆者等は日本に分布しているオオムギの白躍病菌には3つの生理品種がるって，その中系
統 I及び系統 III';t諸外国で研究された師知生理品種とは明らかに具った新生理品種であり，
系統1I';t".分系品積 ChevronC. l. 1111に対する接薗試験を行っていないため未だ同定されて
い友いととを報告した(t) その後 ChevronC. 1. 1111を入手するととが出来たので3生理品
種の Chevronに対する病原性を検定すると共に，更に 1952年に日本の各地より採集した106
の培養につい.て病原性を検定し新しく 2系統を分離するととが出来たので，それ等の病原性及
び1952年に採集した各生理品種の地理的分布について報告する'.
本研費に当って各懸の農事試験場及び大学の方k に培養の送付を御願いした御送付下さっ
た方北並びに御指導を給った西門所長に厚く感謝する.宵 W.J. Cherewick博士は Chevron
C. 1. 1111の種子を快〈御分譲下さった記して謝意をまする.
l. 責験方法及び材料
54ケ所主 b採集された106の培養について実験を行った.入手した培養が新鮮な分生胞子を
豊富に形成している場合は直ちに分系品種に接種し，各分系品昆I::.I'C形成された種々の擢病型
の病斑より 1膿抱分離を行い夫k をヨピンカタギムで増殖し再び分系品種に華麗Lて病原性を
確めた.遠隔の地より送付された被害葉上の分生胞子は死滅してhる場合が多かった.とのよ
うな時仕被害葉をペト Pシャーレー中の5%m糟水静漉上に浮かせて 5-10"Cの低温に2-3
日間置くと大抵の場合新しく分生胞子を形成した.とれをヨピシカタギ上で増殖して接種に供
試Lた分系品種としては Cherewick仰が分系品種として供試した6オオムギ品種及ひ布助
品種として日本の3生理品種に対して高度の抵抗性を示L-tcHorゐumsp:;ntaneum nigrum (H. 
Apコ悦叩r.transωspicum Vav.)， Weichenstephaner 1. At1as，マY ムー ト， J. 20， J.5， 
Hordeum .6pontan甜 m6586並びに 3生理品種に対して中等の長抗性 (Type1-2)である会
津2号の8オオムギ品種を供試した.分系品種は1品種1粒づっ6品種を直話 12cmの植木鉢
に播種しラシプのホヤを被せて汚染を防いだ‘ホヤの底部は軽く土壌中に押込み上部は厚いネ
ルを被せた.擢病程度の判定方法，その他の管理等は本研究¢第2報(2)と同様である.
1lI.費験結果
6分系品種に接種した結果でtま1952年に採集された増養はすべて既に報告した3生理品種の
何れかに該当したとれ等3生理品種はChevronをかえt1)よく侵害するから系統1はカナダ
で発見された race8と同定される.また系統 I及びIIはアメ Pカ及びカナグで知られている
ロ生理品種とは明らかに謀った病原性を示すから新生理品種と認め，夫々 race13及び race
14とするとととした.
-本研究は文部省自然科学助成補助金によってなされた，記して謝意を表する.
E農学研究集40巻停3号 127-130頁 1952) (127) 
ヨえに補助品種に接種1完結果大原農業研究所瞳場で H.E. S. 4 Jt-t、ムギよ h採集された系
統 lVは6分系品種に対して(':t.系統1と全丈同じ病原性主示すが， J. 5オオムギを系統1は全
然侵さないのに対し系統Nけ.僅かではあるが確実に侵害する.また東北農業試験場盛岡試験地.
で会津2号よb採集された系統V依 6分系品種に対七では系統U:全く同ヒ病原性主示すが，
系統 If'C.対して中等の抵抗性である会津2号をかなりよく侵害する(第1表).系統Iと系統
第 1表 ォ、ムギ白溢病菌の5系統に対するォ、ムギ品種の反応
ぷきさぞ犠 Cbevron Goldfoil !悩l'acN‘a-1mJl p0q.Iu.v民ia.'国~ i会同3翁事件.c l・rfazC・I・細野明品 6D5 
4 込-4 iー (1)(8， 3-4 4 1 I-O 1-3 
N(') 4 2-4 i-{l) S-4 4 1 1-2 1-2 
4 !!-4 i-;-O i...(l) 4 i-O 1-!l 
V (2) 4 込-4 i-O i-{l) 4 1 i-O S-4 
14 1 4 .2-4 3-" i-(l) 4 1 i-Q 1-3 
。〉大原農業研究所にて採集 (2)東北.1式虚岡試験地にで採集 (8) ( )は極めて稀れ
lV及び系統Iと系統Vとの病原性の差はあま 第2表 6分系品種による生迩品種乃索引
り大ぎくはないが，数回の実験σ:結果常に差
Goldfoil纏病
が認められたから異った系統であるζ&位確 副総kHull-less宿病
実である.しかしながらオオムギ白瀧病菌の Heil's Hanna怪病 5 
分系品種とされている6オオムギ品種に対す Hel's Hanna抵抗 14 
る病原性のみではその差が認められないから Black Hull-less 抵抗
系統I_ttびlVは race8 tc，系統I及ひVは Chevron躍病 ロ
race 13 tc包含させ・てた〈とととし INewton 
並びに Cherewick(司〉が提案した12生理品種
の索引を多少改めて race13及び race14 
を加えた索引は第2表の如くである.
1952年に採集された3生理品種の地理的分
布を見ると第1図の如くである.第1図で岡
山臓の race8は系統lVであ t，岩手勝の
race 13は系統Vである.黒く塗りつぶした
印は系統の種類と同時?と大体の採集位置をも
示しである.白い印は黒〈主主りつぶされた位
置で採集されたものであるが脊主;:t"オAギの
品種が違う場合及び同一品種より混在して兵
った系統が分離きれた場合である.
第1図で明らかなように race13紋日本
全国に分布L圧倒的?と優勢であるが北陸から
は採集されなかった.山形，石川[，山口及び
愛援の各思惑では race8のみが採集され，香
川蘇では race8が優勢であるが常に race
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13が混在Lて分離された岡山(系統lV). 愛知， 及ひ群馬蘇からも race8が分離された
が他の系統との比率は極めて劣勢であった新潟，長野及び静岡県系では race14のみが採集さ
れ，関東各蘇では race14と race13が略k同程度の割合医分離された.幅井及び幅島牒で
もrace13 ~混在して race 14が分離されたが極めて劣勢であった.
IV. 考 察
19回年に発見された2系統は6分系品種K対する病原性のみでは系統I及び系統Iと区別出
来ないので系統1I及びlVは race8に，系統I及びVは race13に包含させて置いた.し
かし盛岡で採集された系統Vは race13 (系統1)に対しでかなりの抵抗性 (Type1-2) 
でるる会湾2号， 4号， 5号， 6号，岩手メ γシユアリ ー，三月，創吉1号，早生細得等主か
なりよく侵害するくTyp3-4). 上記の品種はすべて耐雪辱性品種として積雪地帯~þげる
大変栽格上重要注品種であるから系統Iと系統Vとは適当な分系品種によって区別して置く
-9- (129) 
• 
必要があると思う.2系統を包含した race13 ~土全国的に分布し℃いて圧倒的に優勢であると
とは 1951年の結果仰ともよく一致じている.しかし本年は補助品種として会津2号を供・試し
て系統Vを識別したが，会津2号は6-7月の高塩下ではその懐病型が精々不明瞭になる傾向
があった. それ故本年は系統Vを盛岡からLか分離し得なかったが， 適当な分系品種を供・試
すれば更K広ft5.囲〈殊に東北及び北陸地方)から系統Vが分離され得る可能性があると思う.
race 14は195L年東京で発見されたが，本年の結果でも主として関東を中心として分布してな
り，幅井県系を除けば名古屋以西からは採集されなかった race8は195L年新潟及び長野撫で
努見されたが，本年は新潟及び長野燃では race14のみが採集された.しかL本年は山形及び
石川県草で race8のみが採集されたそれ故 ra句 8は北陸及ひ東北の日本海市岸に広〈分布
しているものと考えられる.更に1951年には培養を入手するととが出来なかった山口及び愛雄
牒よ P本年は race8のみが採集された.殊に愛媛県系からは4月16日より 5月14日の聞に4回
材料・を入手したが常f'Lrace 8のみであった.とれは採集されたオオムギ品種が愛媛稼1号，
平和楳及び改良坊主麦等l"aCe13 ~は僅かしか，あるいは殆E侵されない品種であるためで，
race 13 f'L侵され易い品種から分離すればあるいは race13も発見されるかも知れない.香川
麻では色々のオオームギ品種より race13及び race8の両系統を分離し得たが race'8が常
に優勢であった.名古屋以西の他の燃では採集されなかった race8が愛媛，香JI及び山口県系
で優勢であるというととは極bて興味ある事実でるる.即ちj愛媛及び香川聴で栽培されている
主要オオムギ品種は平和裸，愛媛楳及び改良坊主麦等であって，とれ等の品種は race13及び
14には僅かしかあるいは殆ど侵されなかが race8にはびどく橿病する品種である.また山口
鯨では race13及び 14には高度の抵抗世で、あるが race8にけ屑重病性である博多2号がかな
り栽略されているようである.とのように race8にのみひどく橿病する品種が栽埼されてい
る地帯では race8が優勢であり，また上述lたま日〈系統Vt亡のみひどく橿病する品種を多く
栽培している東北地方に沿いて系統V必採集されたというととは地方医よって臭った生理品
種が分布している原因の 1っとしてその地方に栽培されているオオムギ品置の差呉をあげると
とが出来る.しかし主要生理品種の地方的差異のすべての場合をその地方に栽弔されている方
オムギ品種の差異のみで説明するととは出来ない.例えば race14は主として関東地方に分
布しているが，関東地方の大麦品種が特f'Lrace 14のみに侵され易いとぽ.考えられ，たいR 郎ち
race 14はGoldfoilを侵す点に沿いて他乃系統と区別されるが関東地方のオオムギが Goldfoil
の抵抗性を持つ℃いるとは考えられないからである.また race8は中園地方陀広〈栽晴さ.tl>
ている赤紳力やコピンカタギを race13と同様に非常によく侵害する.しかも大原農業研究所
の品種圃場でただ1回だりではあるがrace8 (系統lV)が採集された.とのように岡山鯨に
も病原性の強い race8が存在しているのであるが，それにも拘らや病原性の弱い race13が
圧倒的に優勢であるというととは，東北地方にたげる系統V及び愛雄，香川並びK 山口癖に
たりる race8の場合のように簡単陀は説明出来なV-. との点更に研究を続けたいと考えてい
る.
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